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1　調査地域の位置と自然環境

　本書では川崎市および周辺地域の植生を対象に調査された結果がまとめられている。したがっ

て，川崎市とその周辺部は別項環で記載された。

　〔A〕　川崎市の自然環境，植生概況

　川崎市は広大な関東平野の南西都に位置する。同市の北側は多摩川をへだてて東京都に接し，

東端は東京湾に臨んでいる。川崎市は都心部から20km圏内にあり，多摩川低地，とくに河口部

は住宅，工場の密集地帯となり，中部，北西都では丘陵地糟の江やに住宅地がひろがっている。

　川崎市は画三三140km2，南北の畏さ約20km，東西の長さ約30kmで，北西から南東に細長

く伸びた形をしている（F19．1）。

　川崎市の地理的位置は次の通りである。

方位

極棄

極北

極南

　地　名

川崎区浮島町

1多摩区黒川

多摩区菅

川崎区扇鳥

　経緯度

東経．13go47！33”

棄経　！3go27／07”

』ヒ緯こ　35038／19”

河ヒ糸牽　　35027！59”

　　　　Tab．1川崎市気候年表

Meteorologische　Daten　der　Stadt　Kawasaki

（Mittlere　Allgaben　fUr　1966～1970　von　MizoHokuchi　in　der　Stadt　Kawasakl）
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　川崎市の自然植生は，東北地方南部を北限とし南は沖縄までに共通する常緑広葉樹林域で，そ

の地域に共通する代表的常緑植物の名をとって規定されたヤブツバキクラス域に属している。



10
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1．　気 候

　植生を規定する広域的な環境要因としては温度（気温）と水分条件（降水量）があげられる。

神奈川購気象月報（1976）によると，調査地域の年平均気温は市域のほぼ中央に位躍する溝口で

！5．！。Cで，地域的な較差は少なく，14～15。C前後である。溝口における暖かさの指数（吉良

1948）は121，寒さの指数（同）は一〇．6であり，川崎市全域が常緑広葉樹林域（ヤブツバキクラ

ス域）に含まれる。また降水鰯：は広域にわたって年間総量1，300～1，600mmの間にあり，沿岸

部では1，600～1，700mmとやや多くなっている。月別降水量は梅雨期の6月，次いで台風期の9

月に最い値を示し，冬季は80mm以下ときわめて少ない。丘陵部では霜は11月下旬から隆りはじ

め，3月まで続き，霜柱の立ちやすい関東ロームの畑地に与える影響は大きい。積雪は1，2月

にごくわずかみるのみである。またこの地域は，冬から春先にかけて北または北西方向からの乾

燥した季節風が卓越するのが特色である。

　夏季は高温多湿で両量が多い。全般には，温和で典型的な表日本型気候であり，太平洋の影響

を強く受ける海洋性気候区に属している。

　調査地域を都市部と農村部という小地域でさらに詳しくみると，都市部には気温，風，臼照，

降雨などについて特有の現象が生じ，いわゆる都市気候が認められる（別項参照）。
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　　　　　　Fig．2　川崎市丘陵部の気候（多摩区細由，16年閲平均）。
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　　　　　　　　　　Kg　3　！881年の川崎市東京湾側地形（日本図画大系1972）。

Dle　Kuste　Kawasakls　an　der　Bucht　von　Tokyo　lm　Jahre　188！（nach　Atlas　of　lapan，1972）．
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　Rg　4　1968年の川i晦b鍔ミ京湾側地形（日本図誌大系1972）O

DIe　Kus直e　Kawasakls　19681m　Meer　dle　Landgewmnungsflache　O91shlma

（nach　Atlas　of　Japan，！972）
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2．地形と地質

　川崎市は広大な閃束X門1予の南西の辺縁にあたっている。市の北藺部にはきわめて緩かな勾配を

しめす多摩丘陵か連続し，枳模原台地に接続している。多摩丘陵の西方には多摩川の水源地帯を

なす急峻な関東山地か蝕難している。市の東部は東京湾に突出している。

　川崎市の地形は，多摩川沿いに発達する低地弗と北西部のゆるやかな波状をなす丘陵地帯に

分けられ，地形，地質の異なる2つの地域から構成されている。低地粥と丘陵地粥の高低差は

　　　　織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

　　　　　　　　　驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘・

　　　　　　　　　　　　　　　　一態．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顔麟漁謝
　　　　　罵

　　　　灘嚢　　　　　蔭　　　駿翻髪甕欝　墾醸
　　　　　　　Flg　5　工場地帯に隣接する人口密舞、地租（川崎区ブ＼島）。

　　　　　　　　Dlchte　Bebauung　lm　lndustrlegurte1（Oshlma，　Kawask：ku）
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－0．4～153mと比較的ノ」・さく，両者の境は比高20～40mの崖をなしている所もある。

　川崎市の低地帯は多摩川および鶴見川によって形成された沖積低地で，くわしくみると上流か

ら扇状地性平野，自然堤防粥：型平野，三角州平野，埋立地に区分される。

　溝口より上流の低地；出；は，砂礫堆と呼ばれる小さな高まりと網状の河道の跡で構成される勾配

のやや大きい扇状地性の平野である。表土以外はほぼ砂礫ll警で占められ，一般に水はけがよい。

このような土質は果樹栽培に適し，砂礫堆を中心に多摩川ナシの果樹園が開かれている。また砂

礫堆は洪水，氾濫の危険が少なく，古くから集落が発達し，新しい住宅地も増加している。一方，

旧河道は表層に粘土1轡や砂履が堆糊し，排水不良であり，多くは水田に利用されているQ

　溝口より下流丸子橋までの低地帯は，多摩川の著しい蛇行の跡を示す旧河道に沿って，自然堤

防が発達する，自然堤防帯型平野である。自然堤防の土地はやや高く乾燥しており，しかも砂質

であるため，果樹（ナシ）園，畑地などとして利用されている。またそこには古くから集落が発

達している。一方i郵然堤防と自然堤防の1倒，あるいは自然堤防と丘陵の闘の後背湿｝包は，旧河道

とともに，泥炭を含む粘土層やシルト履から成り，排水不良なため，多くは水田に利用されてい

た。しかしこのような旧来の濃村地帯には，現在急激な都市化の波がおしよせている。

　丸子橋より下流の低地帯は，海の作網でできたと思われる砂州状の地形があらわれる三角州平

野である。自然堤防や砂州の微高地を除いて，大部分は河口最前部の耳奮謄躍月ヨによって形成され

た低平な三角州である。沖積層は50m内外と厚く，その層序は下から砂礫層，砂泥1轡，悶悶，砂

厨の穎になっている。この低地帯はきわめて低湿な地帯で明治後期までは微高地看こ集落が散在す

る広い農耕地帯であった。

　しかし今日では，京浜工業地帯の中’し・として東京湾沿い埋立地の産業立地化に伴い，極度に都

市化が進み，工場，商店，住宅が密集している。

　海に臨んだ最下流音ilは，扇島をはじめとする大小の海岸埋立地である。東京湾沿いの沖積瀬を

基盤とする浅く平滑な海若を埋立てたもので，埋立に用いる吹き上げ砂は軟弱泥二【二が多く，一般

に排水が悪い。現在では重化学工業を主とする鞠海工業基地が大1墜下に造成されている。

　これらの多摩川低地帯の西南音ilにはいわゆる多摩丘陵が接している。多摩丘陵は西部の侵食の

進んだ丘陵本体と，東部の勾配のゆるい平坦面のひろがる下末吉台」也に細分されている。

　開析谷が著しく発達し平坦面のほとんどなくなった西部の多摩丘陵は，高度！30～220mの高位

多摩而と高度100mほどの低位多摩面に分けられ，東に行くほど高度を減じている。起伏のゆる

やかな下末吉台地は，多摩丘陵本体の爽端で高度60mほどで爽に向かって低く続き，比高40mの

急崖をなして多摩川低地帯と接している。

　多摩丘陵，下末吉台地のいずれも，関東ローム謄と呼ばれる多鰯二の粘土を含んだ火山灰層によ

って厚くおおわれている。関爽ローム層は沖聡1｛世の堆積物で年代の古い順から，多摩，下末吉，

武蔵野，立川の4ローム職こ分類されている。多摩丘陵には多摩ローム｝i爵以上のμ一ム層が20～

30m前後の厚さで堆積し，下末吉台地には下末吉ローム層以上のローム層が15m内外の厚さで堆
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積している。これらのローム層の下には洪積層（相模1臓群）と基盤をなす第三紀膚（上総1コ群）

が厚い。

　下末吉ローム層は粘土質で水を透しにくいため，これをおおう立川，武成野ローム層が滞水層

となる場合もある。したがって下末吉台地では地下水位が10～15mで比較的低い。一方多摩丘陵

では下末吉ローム層がけずられている場舎が多く地下水位は20～30mとなり，高燥である。これ

は地下水位が多摩ローム厨以下にある海成の砂礫質部分（相旋層群）まで下がるためである。

　地形や地質，地下水面の相達を反映して，土地利用の形態は低地とは全く異なっている。平瀬

川などの侵食谷は比較的水利がよいので水田に利用され，集落は河谷のへりに散在している。し

かし丘陵上の大部分は水利が悪く耕地として利用できず，江戸時代まで，薪炭林としていわゆる

雑木林とよばれるクヌギーコナラ林が一而に広がっていた。特に多摩丘陵では現在でも東京近郊

としては比較的広い面積でクヌギーコナラ林が残されている。近年は東京都のベッドタウン化が

すすみ，閑束ローム居，洪積居，第3紀π1をけずって，各種の宅地造成が進行している。

3．　土 壌

　土壌は気候，地形，母材（地質），年代，人為的影響を含めた生物などの複合角三驚によって生

成される，地表の最も上1…1の部分である。

　川崎市の多摩川低∫＝鹿は主として灰色低地土壌と褐色低地土壌によって大部分が占められている。

地質時代 火山灰 ．横渓一棄京地域

沖積世 沖　　積　　1韓

立　　川

香[ム層

髄?野
香[ム層

立　邦1礫　層

裁蔵野礫層下宋吉
香[ム層

下末吉駈

洪嶺．轡二

多　　摩ローム層

．H甥ui輯
結樞I∫曽
ｺ部束51（層
i潅：戸茸川媛）相模層群

編；嚢
杉｝馨累層

熨�ﾝ減
鮮新世

Fig。6　川崎市付近の地｝鶯区分

　　　　（成瀬1961年に．よる）○
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（Nach　Kaizuka　1961）。
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丘陵部を刻む谷の低地にはグライ土壌や灰色グライ土壌がみられる。

　丘陵や台地の大部分は各種の黒ボク土壌によって被われる。黒ボク土は箱根や富士山の火山噴

出物を愚材として，イネ科植物の退体が分解して腐植を生成し，アロフェイン粘土と組みあわさ

って形成された土壌である。黒ボクは多くの場合A層は25cm以上で腐植含童が多く燐酸の吸収

が大きい。丘陵の大部分を占めるのは厚屠黒ボク土壌であり，部分的には多腐植黒ボクゴニ壌が被

っているG

　　Fig．8　A　B層が65clnにも及ぶ黒ボク土（多摩区長尾）。

Ku「oboku－Boden　mit　65　cln　m護chtigem　A－BHQrizQnt（Nagao，　Tama．ku）．
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　4．都市環境
　川崎市は低平な7【＝I」積地に人口が集中し，首都圏の中でも人口密度のきわめて高い地域となって

いる（Tab。2）。

　わずか140km2の地域に1，041，286人（1980年4月推計）の人口を数える。

　都市の生態系の主体をなす人間や生物群集は都市化による環境抑圧を大なり小なり受けている。

これらの因子の主なものは人口の過集中，大気や水質の変化，汚濁，道路網の発達と増大する交
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　　　　Tab．2　川崎布の人口密度

Bev61kerungsdichte　und　Fl益che　der　Stadt　Kawasaki

川　崎　区
　Kawasaki＿ku

　幸　　区
　　Saiwai－ku

…「郭「藁「麸「

　　Nakahara－ku

卑1、。h。（、m蓼…2臨ld．。。m、1、。n

　　　　37。15　　　　　　　　　　　　　　67，435

高津区
　Takatsu－ku

　多摩区
　　Tarna－ku
i．＿＿＿

全　　　衛
　Gesamte　Stadt

ユ0．08

14．82　i

35．63　　　　　　　　　　　　　　83，294

　　　　ヌ

43．57

王37．51

　　　　ヨ

帯⊥嵯墨i
　　　　｝　・・71i

癌…じ……爺「

・… 早@一｛　　　　　　　　　一ヒ．．…．．…了．．．．．…｝．i

　　　　l　　・・271

漏丁㎝｛∵幽；づ

334，965　　　　　　　　　　　　　　　7，600

Apri11980

通量，不透水地の拡大，地下水位の低下，地盤沈下，水循環過程の変化，騒音振動，表層土壌の

剥離や被覆，地形の変容，緑地の減少，都市独特の気候などがさまざまの面から考えられる。こ

れらの要因は直接あるいは間接的に植物群落にも作用し，時には群落の存続を左右するほどの大

きな影響力としてはたらきかける。

　D　地形の改変

　川崎市の土地の表層は，洪積世の多摩ローム暦をはじめとする関東ローム履の堆積と，沖積世

の多摩川，鶴見川による浸食という，2つの大きな自然の作胴によって，地史的に形成されてき

たものである。

　これらの自然の作用に比べると，周地的で継続時間も限られているが，人闘の手による自然改

変も著しいものがある。川崎市の土地の著しい人工改変の例としては，大焼模な宅地造成，交通

施設の建設，中小河川の改修，砂利採取による河床の低下，地下水の汲上げによる地盤沈下，海

岸埋立地の造成などがあげられる。また，土地や水面の：被覆による地表の不透水地面の増加は，

自然条件とくセこ植生に対する立地条件を少なからず変化させている。

　多摩川河床は，1960年代までには年間数10万m3に及ぶ砂利の採掘によって，著しい低下をき

たし，洪水がおこりにくくなった。多摩川下流や鶴見川の支流は，流路の直線化によって排水機能

が増加された。その結果沖積低地の者囮回内が促進され，集中豪雨などに際して逆に都市水審の被

害を大きくさせる危険性を高めたところもでてきている。

　多摩川河口付近の沖積低地では広域的な地下水の汲上げによって地盤沈下がおこっている。

1963～73年の！0年闘で最大の沈下量を示したのは市の棄北端に位置する浮島で，累計120cmに達

している。これは埋立土の荷重によって柔弱な粘土が収縮したためと思われる。
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F1910　丘陵地で進められる大砂嚢な宅地造成は縁の1竈隻被をすべてはきとり，原地

　　　形を大きく変容させなから迩行ずる（多閉鑑）。

Furδen　Bau　e1照gro3flachlgen　S・edlung蹴dle　ganze　Vegetat・onsdec1くe　vcrmchtet　und

das　Rei…ef　terrassenartlg　umgdormt　worden（Tama－ku）

∬

多　檸　1メ

230，694人

（5，243／k1遅〉

　　　！！！ノ

∫

　　　㌧　　　！ノ中1暴［メ

　r為、1懲（・86，793人
、28・，95G・’＼県2・453雌一

／ノ @（8，027／扁）　／
、

　’鵯×
；　140，406ノ＼

（14，040／k㎡）

、蹴窯フ

鰯〆
　　Flg　11　川崎布各区：のノ＼口と人iコ冨渡。

Be▽01kerungszahlen　und　Bezlrke　der　Stadt　Kawasak1

　また多摩川をへだてて市に隣接し，泥炭地の一部てある引湯線の這出か空回｛寸言ては，建染の

基礎工事て地下水画か低下し，泥炭か収縮したために，最大30cmに及ふ地盤沈下か生してい

る。布内ても地盤沈下の三三によって，海抜1m以下の低地がふえ，高潮などによる水害危険地

帯か拡回している。

　東京湾沿岸ては，埋立と港湾の捌さくか石われ，13kln2以上の工柔用地か造成されている。埋

立かおこなわれてきたのは，かつて貝やのりの養穂か行われていた水深5m以浅の地域てある。
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埋立地は，工業用地や流通基地としてのみでなく，防災基地，海上公園，緑地として広く市民の

立場にたつ利用・開発が可能である。

　都市の地表は建築物や舗装道路などで被覆され，不透水地が広がっている。また河川はコンク

リートで護岸され，下水路は暗渠化されるので，地中への水の浸透はほとんど行われない。その

ため短時閥で多量の降水があると，河川に許容能力を越える水が急激に集中し，氾濫がおこる。

都市の拡大によって自然の緩漫な排水がおこなわれにくくなり，水害の頻度と被害は増大してき

ている。

　多摩丘陵や下末吉台地では，侵食谷の谷壁斜面や丘陵に比較的最近まで森林がまとまって残さ

れていた。しかしそのような斜面さえ，宅地造成によって，切土や盛土で変形され，擁壁によっ

ておおわれ，樹林が減少している。人工的に改変された斜面では，樹木が少なくなったぽかりで

なく，擁壁や盛土には豪雨や地震による崩壊が懸念されている。

　2）大気汚染
　人工による土地の著しい改変によって，植物の生育立地は地形の変化，植物の馬立，地表の被

覆などの変化をうけ，減少，悪化の～途をたどっている。しかも都市化の進行とともに大気汚染

などの新しい気候変化が加わり，植物の生育環境は一層悪化している。

　急激に進行する都市化，図幅化に伴って，都市部には独特の気換変化があらわれ，植物に重大

な影響を与えている。都市気候は農村地帯の気候に比べて，次に示すようなさまざまな特徴をも

っている。

・風速の局地的変化

　都市で吹く風は高層ビルや密集した建築物の間を吹くため，局地的な変動が大きい。

・気温の上昇

　都市部の気温は年々上昇し，川崎付近の夏の気温は80年間で約1。C上昇したとされる。　Tab．

3から明らかなように，冬季の最低気温の上昇率は年平均気温の上昇率をはるかに上回っており，

夜間冷却による気温低下があまり著しくおこらないことがわかる。このような現象がおこるのは，

都市から地下水も含めて水や緑地が排除され自然の熱処理機能が低下し，それとともに自動車，

冷暖房器具の使用などから多量の熱が発生するためである。このような熱は弱風によっても拡散：

されず，大気汚染物質とともに凝縮され都市の上に停滞し，気温逆転層を発達させ，大気汚染の

悪化を招いている。

・相対湿度の低下

　空中湿度をもたらす地表面が被覆され，しかも気温が上昇しているため，相対湿度が低くなる。

そのために都市特有の乾燥気候を招いている。

・大気汚染

　工場の煤煙，自動車の排気ガスなどは大気中に排出され，その結果多量の粉塵や燃焼に伴って

できる不純物（オキシダント，酸化窒素，亜硫酸ガス，一酸化炭素等）が大気を汚染する。汚染
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鼠戸　。鳶ギ

　　　　　　Fig．12　市街化地域では近年高木の枯死がめだつ（幸区）。

Im　Norden　Kawasak玉s　fallt　in　l員ngster　Ze三t　das　Absterben　gτoBer　Baume　auf（Saiwai－ku＞

された大気はスモッグと呼ばれる煙霧になり，都衛の上空をおおっている。頻繁に発生するスモ

ッグによって輻射は多少さえぎられる。

　都市においては，風速の緩漫化，スモッグ発生の増大，気温逆転層の発達など，気候条件その

ものが，大気汚染をはじめとする大気環境の悪化を加速させる方向に進行することが注iヨされる。

　大気汚染は，一般に低濃度の汚染物質が長期にわたって作用する慢性被害としてあらわれる。

長期間同一場所に生育している樹木が受ける被害は，その場所における汚染の進行状況をはかる

適切な測度であると考えられる。このような観点から，環境悪化の指標として樹木の反応が分析

され，次のようなことが明らかにされている。

。亜硫酸ガスの濃度の高いところほど，樹木の衰退が目立つ。

。ぽいじんの降下量の多いところほど葉のばいじん付着量：も多く樹木の衰退が図立つ。

。亜硫酸ガスに対して最も感受性の強いのはモミ，アカマツ，スギ，ヒノキで，7～8月に最も

　緻感である。葉中のイオウ蓄積量が亜硫酸ガス被害の指標となる。

。オキシダントは毒性が強く急性的総総を起こす。ケヤキ，ポプラなどの樹木の異常落葉が注目

　される。

。大気汚染被害地には，カイガラムシ，アブラムシ類の虫害が多発する。

　大気汚染の測定に植物を指標とすると，広域的かつ長期的に汚染の進行をとらえることができ，
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　Tab．3　都市化による気候の変化

　　（H，E．　L，andsbef91962，による）

　S亡adt－bed三ngte　Khmaveranderungen

　（nach　H．　E．　Landsberg　1962）

気候要素 農村地域との比較

気温

　年平均

　冬季最低

相：対三度

　年平均

　冬季

　夏季

ちり粒子

曇り状態、

　雲

　霧，冬季

　霧，夏季

輻射

　水平面における総鑑：

　紫外線，冬季

　紫外線．夏季

風速

　年平均

　激しい突風

　静穏日

鋒水蚤

　総量

　50，8mm以下の縫数

（0．6～0．9。C高）

（1。1～玉．7。C高）

6％低

2％低

8％低

10倍多

5～ユ0％多

　100％多

　30％多

ユ5～20％少

　　30％少

　　5％少

20～30％ゴ坂

10～20％低

5～20％多

5～エ0タ6多

　15％多

樹木の観察によって簡単に測定できる。また汚染に舛

する選択性が利用でき，さらには指標緬物自体を環境

美化の材料に活胴できる等の点で有利である。

　（3）水雷汚濁

　多摩川の水質汚濁がはげしくなりはじめたのは昭和

37年ごろからである。昭和50年の測定によると，上流

の多摩川原橋から下流の大師橋までの問で，重要な汚

染指標であるBOD（生物化学的酸素要求彙）の濃度は

3．9～7．1ppmであった。最高値は中流の二子橋地点

で，これは流入河州の影馨1が大きいと思われる。下流

部は河口に近づくほどBOD値が下がり大師橋でゴ投低

値を示しているQこれは海水の希釈効果によると思わ

れる。一方，鶴見翔の支流矢上川の一本橋では64ppm

ときわめて高い値が記録された。これは一般家庭から

の生活排水に起因すると考えられる。

　1多摩川や鶴見川の汚濁は，金属，機械器具，食料品，

繊維などの業種の工場廃液のほか，上流域の無秩序な

開発に伴う生活排水が流入し，河川が都市の下水道と

化しているためである。

　その上，河岸のコンクリート被覆，河川敷の裸地化

などが進み，測川は自然の自浄作用を失っている。

　下水道の整備，汚水処理施設の整備を加えてもなお浄化力藤灘なほど，水質汚濁は深刻化して

いる。

5．植　生　概　況

　D　自生フロラ

　東京湾から海抜153mの多摩丘陵にいたる川晦市の自生フ［コラは主として低地および丘陵地の

植物から構成され，る。

　海岸部は早くから開発が進んだために自生フμうは貧弱である。海浜植物としてはコウボウシ

バ，ハマヒルガオ，ハチジョウナ，ホソバノハマアカザ，ウラギク，ホコガタアカザ，シオクグ，

ウシオツメクサなどがあげられる。沿海都の台地斜面をこはスダジイ，アカガシ，タブノキ，ヤブ

ニッケイ，アオキ・，マサキ，ピサカキ，ヤソデ，モチノキ，イノデ，キヅタ，ヤブソテツ，ヤマ

イタチシダ，べ轟シダなどの常緑植物が自生する。

　内陸部の丘陵地にはシラカシ，アラカシ，ウラジロガシ，アカガシをはじめとしてシロダモ，
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　　　　　　　　Tab．4　多摩川水系の水質

Dle　Wasserqualitまt　des　Fiusses　Tamagawa　in　der　Stadt　K盆wasald

　　　　　調査地Ort
　　　　　　　　　　へ　ヒ　　　げ

｝平均値

iMittelwert
i一．．．一．一一．一一．．．．．．．．．・一．．．．．．．．．．．

多　　　摩　　　川　FluB　Tama　　　　　　排

　　二子橋

　　　　　　　　7・4i

水　　路

宿河原

i．

｝一…’

水素イオン濃度 pH 7．5

5．0

5．4

7．5

6．7　…

72i

遜鱒旦烈÷
i生物化学的酸素要求蚤BOD（mg／の1

i化学的酸素要求量 COD

DO

　SS

〃

〃

　　　　7．1

　　　　6，5

9．4　　　7．7

　　　　　ユ7

6．0｝4Lg
　　i…＿

6．6　　　ユ9．6

i溶存酸素

i灘瀕
く　　　　　　　　　じ　　　　　げ

1大腸菌群

8．5 5．5 6．4

　6ユ

38。4

4。5

　　　　　　　　　〃　　14i
へ　　…．．．ｷf三三汗噛泌． ｡ぴ…u

　　Andere　Bakterlen　’

　　22i

r盛1鱈28蹴
玉6x104　r　46　xユ04

　　25　　　　29

　　　12　　　　34

＿鴛冷04…｝．．．　…

　25xユ04　　　－

　　　33　　　　ユ6

34

i…二審纏

透視度 Transparenz（cm）

86×103

　　27 ユ5

1【i崎市公害局並質感査1975

nach　Kawasak生City　Government　Ponutio貧Bureau　G975）

ネズミモチ，ヤブツバキ，アオキ，ヤツデ，マンリョウ，マサキなどの常緑樹種が自生する。常

緑の草本類としてはオモト，ヤブコウジ，ヤブラン，オオバジャノヒゲ，ベニシダ，クマワラビ，

オクマワラビなどがあげられる。針葉樹にはアカマツ，クロマツ，一モミ，イヌガヤが一般に多く，

イヌマキやカヤも自生する。

　丘陵とそれをめぐる谷部には豊富な植物相がみられる。雑木林といわれる二次林の高木はコナ

ラ，クヌギ，ケヤキ，ヤマザクラ，ヤマハンノキ，イヌシデ，アカシデ，ミズキ，クマノミズキ，

ハンノキ，エゴノキ，クリ，オオシマザクラ，ウワミズザクラ，イヌザクラ，コブシ，ゴンズイ，

エノキ，ムクノキ，ハリギリ，ヌルデ，ヤマハゼ，カキノキ，コバノトネリコ，クサギ，オニグ

ルミ，ホオノキ，アプラチャン，ネムノキ，アカメガシワ，アワブキなど30余種におよぶ。

　低木ではムラサキシキブ，ヤブムラサキ，モミジイチゴ，コゴメウツギ，ヤマグワ，ヤマコウ

バシ，サワフタギ，クロモジ，ノイバラ，マユミ，キブシ，コマユミ，ガマズミ，コバノガマズ

ミなどがあげられる。草本層にも種類が多く，高木層から草本層までに見られる種は400m2の調

査区で80種から90．種におよぶことがある。丘陵の北向きの斜面にはこの地をtype　localityとす

るタマノカンアオイ（A∫α7・㈱’α刀3α67～．∫6Makino）が時に乱捕られるQ

　林縁部から谷部へかけての半自然草地ではi圭1然環境や人為的影畿iに対1毛1した種々の穂物相がみ

られる。クサボケ，ツリガネニンジン，ノハラアザミ，タイアザミ，　トダシバ，ヤマハギ，サワ

ヒヨドリ，ワレモコウ，アキノキリンソウ，リュウノウギク，ワラビ，アカショウマなどが特徴

的である。谷戸の水湿地，水田，側溝などにはイチョウウキゴケ，コウヤワラビ，ヒメシダ，イ

ヌスギナ，サンショウモ，ヒメガマ，オモダカ，タマガヤツリ，クログワイ，ハナビゼキショウ，

タガラシ，ツリフネソウ，スズメノトウガラシなどが見られる。
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藁

灘

　　業ダ

》∴議
　　　　玉

齢採㌶

ダ、ゾ〆

　　＼面

癖恥

醜．

燃墾

螺矯舞警

購慧響

弩繕 鞍澱

F19！3　クマカエソウは地域フロラから姿をイ1…1しつつある植物の1つてある（多瞭区）。

（き少rψ6412’ノπノ砂。〃1α〃〃　Das　Vorl、ommen　deτPf｝aDze　hat　starL　abgenommen（Talna．ku）．

　多摩川，鶴見川の河辺にはヨシ，オキをはしめとする湿生縫物のほかに懇懇のカワラサイコ，

マルバヤハスソウ，カワラノキク（A∫妙’舷漉08π∫zの，カワラニカナ（」聴6ノ層z5オα卿αgατθα即25zの

なとか知られている。

　都宙化の進展に伴って自生難物の難題あるいは消滅が危恨されているか州崎了h内の稀少種（生

育地か一か所あるいは懇懇）として以一トの植物かあげられる（1978年調査）。

トウゲシバ

ミス．ニフ

ウラシロ

ハマヒルカオ

フササクラ

ツノラフシ

イカリソウ

ユリワサヒ

タコノアシ

ヤマネコノメソウ

ネコノメソウ

（勿吻04zz〃23582γ碗z〃π）

（Bo8彦85ノ‘ψ07zz‘α）

（α6z伽7z∂り‘ψoπz6α）

（C吻5オ鱈zα50Z4α7詔α）

（＆ψ’θZ6α♪oらノα7z4プ召）

（5Zη¢0／287τ∫Z〃7Z　α6π’Z‘規）

（五卿Z84・襯9・一α・・4Z、伽噌襯varぬ〃Z∂8ブ9・α7ZZ・”Z）

（τ砺5αZ＞Zζz　オ672Z6Z5）

（P診ノ躍ん07・z〃πcんzπ8刀5z5）

（C117二yso功Z872z鋸”3フ妙。πzα〃π）

（C加＝y50功Zθηzz朔プZα8詔旋η‘ηz）
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フユイチゴ

タヌキマメ

シラキ

ウメモドキ

アオハダ

カラスノゴマ

サルナシ

マル／くグミ

アリノトウグサ

コシオガマ

トウオオバコ

マンリョウ

カラタチバナ

ソバナ

サワオグルマ

ミズオオバコ

ヤナギスブタ

ー》鴫一サ卿ク→距

セイタカハリイ

シフコスゲ

タガネソウ

コバギボウシ

アマナ

クマガエソウ

（R24加5諏8ノ・望ノの

（Cプ。’αZαrどα58∬だがZo1一α）

（5ψε〃3ブ妙。／zガ・㍑ηz）

（1z薦∫θ7鳥2・α’の

（πθ露77zα‘ノー（ψ04α）

（Coノ岬。ん。ア層（～ρ5∫5’o刀z6舵05α）

（A面z蔽ααプg磁）

（EZα8α97zz6∫クπα‘πψ1Zメzα）

（HπZorα9ぎ3而α［α7z伽）

α「1L彦1ぬノ傅。、ψθア尋771z‘フπノ砂。短α〃7の

（παπ’αgoブ妙。／zf6の

（Aアー4ガ5∫α　6r8πα’α）

（A麟∫ガα6ア旧ゆα）

（A487Z（ψ1301一α7－8刀30彦’加0ノ・α）

（567z86ガ。μ67－o♂’の

（α彦oZ∫ααあ5”zo観85）

（Bら照」妙07z∫6α）

（ゐ（ψんα漉8ノーz〃，zg7弓α6πの

（E♂80酌αノ’ゴ∫α∫妙zz’α’α）

（Cαプ6劃周1ぬ（ψ04α）

（Cαブ8灘5∫487－o∫’ガ6オα）

（石lb5オααあ0773α1－9カzαオα）

（TZのα84読5）

（（魂，プψθ漉z〃πノαρ07zゼα‘”z）

　心月バノトンボソウ（πα如漉1昭ノーα773∫πoノう

　キンラン　　　　　　（C励召Zα励βノーαμc磁α）

　川崎市全域にわたる植物誌やフロラ・リス1・はまだ発表されていない。高津区から多摩区にか

けての丘陵地で8！4種（帝国医薬専2回生1932），生組緑地で406種（鈴木1979）の維管束植物が

報告されている。

　川崎帯の自生フロラの特徴として以下の諸点があげられる。すなわち，ヤブツバキクラス域

（常緑広葉樹林域）の植物相を主とし，一部ブナクラス域の要素を含む。また海岸断崖の植物も

少なく，岩上および岩下地にみられる植物も貧弱である。調査地は植物区系上は関東地域に属し，

シバヤナギやタマアジサイが自生するが中心部から遠く離れていて，フオッサ・マグナ地域の要

素が影響している。自生フロラの主体をなすのは低山帯の丘陵地要素と低地の人里植物である。



28

　2）　帰化植物の増加

　川崎市は首都圏のヰ…にあって都市的，産業的活動がきわめて盛んであり，自然植生への人為的

な千渉が強く，帰化植物の侵入には妊条件の下にある。帰化植物は輸入穀物，飼料，各種工業活

動の原料，緑化穂物の種子などと共にこの地域に侵入する。また外来の園芸植物が逸出，野生化

して生育域を次第に拡大してきている。

　市内で記録された帰化1｛遺物は約160種に及んでいる。そのほとんどは草本植物であるが，ニセ

瓢煽

襲
〆麗蕊

麟
　　　　　　　　麟

　　　　　　　　漁網

鷺〆臨鷲1
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Fig．14　多摩州の河i二1部でウラギクに寄生するアメリカネナシカズラ（川崎区殿町　1977）。

Die　auf　A吻ノ嘩〃ψoZ∫zニノ23　schmarotzende　C～‘∫α‘オαμノ忽go／zα（Tono－machi，　Kawasaki－ku、　Aufn．　im　l977）．
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アカシア，イタチハキ，アオキリ，ソンソユのような木木植物の逸出野生化もみられる。

　川1㌫巷をはしめとして埋立地の各阜嬰ては産斜眼判と共に上陸した審尋の種ぎは一時灼に発芽

してもコンクリートに襲われた工業川地から拡散てきない叢叢か多い。

　オオフタクサ（ん2z6／05～σrφ4α）は輸入タイスと共に入難したとされているか，！965年には

多難区菅の多摩川のピ可川敷に五i二馨していた。その後15年を経遇してオオフタクサは阿口部まで拡

かり，さらに6’市内の小難用で難いに分布するようになっている。アメリカネナシカズラ（CZ‘5α磁

ρ6／z如80フzα）は！970｛【で積の切め多戸絹X内ので可川敷てa』された帰化植物てある（伐升！975）。そ

の後1977年には潭」1＝瑠1のウラキクに寄寄しして繁殖していた。たた阿口都のアメリカネナシカズラ

は1979年にはこの地屡からほほ姿を消し，一時的届化となった。ミママカラシも話叢叢乱地に一

曙i勺に生育する。

　都市化地域ては造成のり漁に外来の線化植物かよく用いられる。その寛な植物はシナタレスス

メカヤ，オニウンノケクサ，ホソム千，ムラサキノメクサなとてあるか，これらの種子に混入し

てセイヨウノコキリキク，コメソフウマコヤン，タチオランタケンケ，フタナ，アイイμニワゼ

キショウ，キバナノマツハニソシン，メリケンカルカヤなとか生育する。これらの帰化植物は最

初のり画上に生肴し，やかて次第に路傍なとへと分譲域を拡げている。

饗1攣馨蓼讐総藻幽幽

　　飛g！5　埋立後1年めの荒原状∫1「・地。アリタソウ，ウラキク，ヒエカエリなとか疎

　　　　　らに穿目する。

　　（，dlandartlge　F｝ache　eln　∫ahr　nach　der　Landgewlnnung　aus　Nlecr　m三t　C／zβη（り》04’z〃π

　　ωノz加05zα6Z償，〆15如’ブψoZ～～〃〃，んら♪ogo’～ル9ατu　a　（H三gash1－Og三shlma）



30

　この地域では外来園芸植物の栽培も盛んであり逸出して野生化したものにはフランスギク，ハ

ナガサギク，メキシコマンネングサ，ショカツサイ，オシロイバナ，ハナニラ，フユサンゴなど

がある。特定の地区にだけ野生化している植物としてショウジョウソウ（高津区の墓地），ムシ

トリナデシコ（多摩区：）などがあげられる。

　海岸部の埋立地では砂土吹上げ後1年以内にウシオツメクサやウラジロアカザが帰化をしはじ

め，やがてホウキギク，コスズメガヤ，コマソヨイグサ，ヒメムカシヨモギ，チチコグサモドキ

などが侵入する。

　川崎市全域に分布が広がっている種はヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオン，

ハルジオン，イヌムギ，オオイヌノフグリ，アメリカセンダングサなどである。

　ある地域の出現植物の総数に対する帰化植物の呼数の割合を帰化率といい，自生フロラの退化

の指標とされている。都甫化の進む地域では立地の人為的擁乱や安定姓などを帰化率によって知

ることができる。川崎市各地における種々の群落における帰化率はTab．5に示される。シラカ

シ林，ハンノキ林，スダジイ林など自然暦の高い森林では帰化率は0％である。多摩川の流路の

はんらん草原やヤナギ低木林では30％以上の帰化率を示すが，人為的影響に加えて無水による立

地の不安定さを示している。

　南部の住宅密集地や工業地域での帰化率も30％を越えている。埋立造成後3年めの爽扇島では

帰化率は37％に及んでいる。都市公園や学校校庭などの帰化率も3096以上の高い率を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5　川崎市内の帰化率

　　　　　　　　　　Anteil　der　Neophyten　an　der　Flora　der　Stadt　Kawasaki

羅塾一…璽ll藍瓢ll藝壁ヨ
多摩区　長尾
Tama－ku，　Nagao シラカシ林 173 0 0

幸区　北加瀬
Saiwai－ku，　Kitakase スダジイ林 62 0

1多摩区　生田
lTama一ku・lk曳 緑地公園 406

襟黙唖蘇。．k、　丘陵地 816

中原区　多摩川
Nakaahra－ku，

　　　　FluB　Tama
高津区　多摩川
Takatsu－ku，

　　　　FluB　Tama

河辺草原 128

34

王30

40

河騨原口訴ヂ1
ギ低木林

57

玉04

20

0

8

ユ6

3！

；♂

　川崎区　東扇島
　KawasakレkU，
＿＿＿興9裂§1駿ρgl晦囎…．

海面埋立地 38 37

川崎区：富士見町
Kawasakレku，
　　　　Fujimi－cho

都市公園 26 ユ7 65
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Tab．6　多摩丘陵内におけるフロラ（種数）の変化

Veranderung　der　Flora（Artenzahl）im　Tama一蓋〔蔵gella漁d

1

1区分Kllasse
I＿＿＿＿曜一曜＿ゴー．．．　「＿一rr一＿配rrw＿＿r＿ゴ＿ゴ日曜

ユ932 王977

シダ植物　Pteridophyta 48 46

45年後に見られな　145年後に門馬され

≦些罐　iた種
9 4

裸子植物　Gymnospermae 9 9 0 0

軒葉画～補爾f諭1ざこl
i…ゴ

　双子葉植物　Dicotyledoneae

228 223 53 40

529 538 102 119

合 計　Summe 814 816 164 ユ63

　3）　都市化とフロラの変化

　人口増加，住宅地や道路の増大などによって植物の衰退や変動がおそれられているがその実態

が多摩丘陵地内で分析された（Tab．6）。

　高津区：から多摩区にいたる旧向丘村を中心とする丘陵地は50年以前には純農村地帯で農家が散

在し，水田や畑作，薪炭づくりをする地域であった（酉水・籾山1937）。帝国女子医薬専2回生

はこの約5．8km2の地域から維管束植物814種を記録している（1932）。

　その後約半世紀の間にこの地域は首都圏のベッドタウンとなり，人口は約20倍となり，交通網

は縦：横に走り，地形の大変容を伴う宅地の開発，遊園地などの丁丁，河流の変更を伴う改修など

著しい都市化の進展がみられる。この地域で1977年に816種の維管束植物が記録された（Tab．6）。

分類上の諸問題を考慮しても，164種の植物が姿を消している。ウラジロ，ミツデウラボシ，デ

ンジソウ，ミズオオバコ，ウキヤガラ，クログワイ，コオニユリ，クモラン，カキラン，ハンゲ

ショウ，オオネコヤナギ，センブリ，タヌキマメ，マツムシソウ，サワギキョウ，タムラソウな

どが見られなくなった種の例である。追加された種は163種あるがそのうちの76種が帰化植物で

ある。セイタカアワダチソウ，ブタクサ，ハルジオン，セイヨウタンポポなどはこの45年間に侵

入してきて地域全体に分布を広げ旺盛な生育をしている。

　生活形上から分析すると着生植物，水中植物は減少していて，都市気候的な乾燥傾向や水質の

汚濁化を示している。また1年生の植物の増加から帰化植物の増加がうかがわれる。

　都市化が進展し不透水率が30～40％となったこの地域においては約半世紀の間に全フロラの16

％が姿を消し，他地域からほぼ同数の植物が侵入している。それにしたがって植物群落の構成メ

ンバーの交代や群落の消滅がしばしぽみられる。

　4）植物群落の概況

　川崎市全域は植物社会学的にはヤブツバキクラス域（常緑広葉樹林域）に位置づけられている

（宮脇他1962，1972，1978）。

　低平な沖積地となだらかな丘陵地とは古くから人台活動の場として過度な利用をされてきた。

そのために自然の植生はほとんど姿が見られず，スダジイやタブノキのこんもりと茂った森林は
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　　　Fig．16　多摩丘陵地では谷部は水田や畑に利用され丘陵斜磁には二次林が配列され

　　　　　　ている（多摩区柿生）。

　Reis－und　Trockenfelder　in　den　Talern，　Sekundarwalder　au圭den　H6hen　im　Tama－HUgeUand．

見ることができない。丘陵地の急な斜薗などにわずかにカシ林やケヤキ林が残っているだけであ

る。地域の北側を流れる多摩川は河川敷も広く緑地韓となっているが，自然の河辺草原は多摩区，

高津区：付近までである。それよりも下流部では公園緑地，ゴルフ場，グラウンドなどの人為的な

草地となっている。多摩川の河口部には一部詠こ塩沼地草原がみられる。

　なだらかな傾斜をもつ波状丘陵セこは山陵の派生と対応する樹枝状の谷が屈曲して，複雑な地形

を形づくっている。丘陵上の雑木林は長い間の人為管理によって持続してきた二次林であり，ク
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覆霧

：鷺。纏i嚢

険鋤轟懸秦

潔．

霧騨癌
二瀬i

駿窓
　纏、

　　　Fig．！7　丘陵の低湿地は水細や畑に，斜職i邪は二次林やアズマネザサーススキ群集

　　　　　　草原に利用される（多摩区）。

　　　Der　noch　erhaitene　tradit1onelle　Boden－Nutzungszustand　in　Tama－ku；Im士euchten　TaI

　　　Reisfel（玉erundaufden　Rangen　Sekundarw頷der（ies　Quercetum　acutissimo－

　　　serrataeu．益．oderArundinarlo－Miscant｝｝etum　slnens1s－Wiesen．

ヌギーコナラ林，ミズキ林，イヌシデ林などである。スギやヒノキなどの針集樹の植林は規模が

小さい。二次林の林縁部から谷部にかけてはススキ草地やシバ草地となっている。また時にはモ

ミジイチゴ，ヌルデの低木林やクズの草地となる場所もある。丘陵の山足部や末端音険こは古い集

落が点在するが，北酉の季節風を防ぐためのケヤキ，カシ類，モチノキなどから構成される屋敷

林に囲まれている。屋敷林に続いて，モウソウチクやマダケの竹林が配分されている。

　丘陵の緩傾斜地から谷部にかけては畑，果樹園，苗圃などがひろがっている。水利の良い谷戸

の低地には水田が階段状に連続する。このような植ノ晒己分は日本の典型的な水田公園（Reisfeld－

Garten　nach　T“xen）の景観であるといえる。

　水の便に恵まれた多摩川の沖積地セこは水田がみられる。また，一部ナシやモモの：果樹園として

利用されている。

　丘陵地や低地を走る高速逼路や鉄道の周辺，あるいは新しい造成地ののり面には，緑化のため

に植えられた外来イネ科￥：本穂物の群落が連続している。市内に2つあるゴルフ場はいずれも二

次林に囲まれていて，マツ類が植栽された中にシバ草地がひろがっている。

　このような植物群落の配分立地へ住宅，工場，交通施設などが次々と拡大されて，丘陵地でも

沖積地でも無植生の地域が増大している。市街地においては植物群落はわずかな空地や小規模の

公園に残されているにすぎない。殆んどの場所がコンクリートで被われた不透水地となり，雑草
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　　　　　鞠一瞬雛編簸
一『鍛。

　　　Flgほ8　多摩川の河川敷と堤；防の植生。阿川敷はクラント，畑，コルフ易に利用さ

　　　　　　れている。堤防上にはチカヤーススキ舞落か生育する。

　　　Vegetatlon　ln　der　Fiuβaue　und　am　FluBdelch　Dle　Aue　w茎rd　als　Sportplatz，　Acker，

　　　Golfplatz　benutzt　Auf　dem　Delch　wachst　e！ne乃ノ4＞82α孟α‘），Z〃zζかんαvar　た081z～g～1＿

　　　Mン∫cαη’1L～バ∫～刀θノ～∫τ5－Geselischa£t（Salwa1－Lu）

の生育も不十分な不毛地となっている。

　市の東部の埋立地は砂土吹上後，数年朋は1向生草木植物群落や，ヨシ，チカヤの群落となる

か，造成されるとこれらの雑草群落も少なくなる。

〔B〕　川崎市を中心とした30km圏の自然環境

　調査刈象地域てある川崎市東扇島を中心とする30kln圏は大きく東京湾をはさみ，乗京都，神奈

川県，千騒騒の1都2県に及んでいる。調査地域は臼木列島のほ1ま中央に位置し，首都圏と呼は

れる人口密探地域に含まれている。区域内における標高の最高地点は三浦a｝三島の大楠山（242m）

であり，ほぼ全域にわたり多くの人郷を抱える居住地となっているか，東京湾に面する埋立地周

辺には工業地域が広かり，千藥県の南部，神奈川県の西都には農村地域か大きく広がっている。

植生はそれら人為的な影響と自然環境に対応したさまざまな代償群落か大きな割含を占めている。

1．　気 候

　対象地域は三浦半島，湘南晦岸の一部をのぞき，東京湾という大きな内湾に接した部分とその

内陸に広がる部分とて構成されている。地理的な位置や，地形により気仮的には対象地域内でも

差か認められる。一般に櫛生に大きな影響を与える気倣的要因には気温，降水量の2つか考えら



　　　Flg　19　埋立地に形成された化学丁場地帯（川崎区）。

　Chemlsche　Fabnkanlagen　auf　der　Landgewlnnungsflache（Kawasak1－ku）
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れる。

D　気　　　温

Flg．21に関東地方における平均気温の分布図を示す。

全域を通して講義平均気温は13～16。Cてあり，標高的な差も少ない事を反映して場所による

大きな変化は見られない。しかし，沿海部で高く，内睦部て低くなるという傾向は見られる。冬

季における気漁の状態はFlg　21に題されるように多摩丘陵の一蔀に部分的に気温の低い地点か認
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　　　Fig．21　関東地方における平均気温（。C）の分布（「気象庁倉淵技術資料第10号

　　　　　　1958」により吉野正敏氏作成）。

　　　　　　　　　　　　Ka「te　deτTemPe「atuエ1n（1e「Kant6－Ebene．

められる一方，三浦半島部は2月の平均気温が5。C以上という対象地域内でもとくに温暖な地

域である。夏季における気温は冬季におけるものと比べ植生に与える影響は強くないが，千葉県

部，そして川崎市から東京都にかけての沿海部に部分的に気灘の高い地点が認められる。

　吉良（！949）による温量指数ではFig．22に示されるようにやはり三浦半島音l／，川崎市や千葉県

の沿海部に部分的に指数の高い地点が認められるが，全般的には対象地域全域で110～125。Cで

あり常緑広葉樹林域（ヤブツバキクラス域）である事が気温の上からも示される。



38

2）降

叛
）

畿

趨

壌

〆筆
輪

艀

銘

　　　　　　　　　95

灘講～0

・ノ　　窮
ノ／

／　ごツ
　　　　　　　　’　　　　・　110　／

　　　　　125

Fig．22

水

110

℃

o

δ

95ノ｛11

110

　　　）
　　　な
　　　、、＼

’・、　125

　、

〆’@125

＼ご　♪

⑥
　　140

し4O

110

∩
110

／∩

125

診

関東地方における温量指数の分布図（森林立地懇話会1972より）。

　　　Karte　des　Warmeindex　in　der　Kant6－Ebene．

　日本列島における年間降水量はほぼ1，000～4，000mmの範臨にある。関東地方は，関東平野の

大部分が年降水量の平均が1，500mm以下という日本において比較的爾量の少ない地域に属して

いる。しかし絶対的な量としては，森林植生が発達するのに十分であり，さらに多くの水量を必

要とする水田経営も十分行える降水量ど護う事ができる。

　対象地域内の年降水量はほぼ1，400～1，600mmであるが，1，600mm以上を記録する地点は横

浜市南部から鎌倉市にかけてと，横須賀市周辺，さらに多摩丘陵の一部とごく限られた面積であ

る（Fig23）。

　降水量の年変化は，対象区域のほぼ中心にあたる横浜を例にとると月降水量が150磁mを超え
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Fig．23　関東地方における年降爾量の分布図（森林立地懇話会1972による）（単位は100mm）。

　　　　　　　　　　Karte　des　Jahresniederschlags　in　des　Kant6－Elbene．

るのが梅雨の6月と秋りんと台風の時期である8，9，10月に集中している。また冬季には，12，

1，2月に月降水量が80mm以下となり，表日本型の降水量のパターンを示している（Tab．

7）。

2．　地形・地質

　対象地域を地形的に見ると丘陵，洪積台地および沖積台地の三つの要素に分けられる。

　東京の区部，神奈川県の多摩川流域や，千葉県の中小河川に沿って沖積低地がくさび状に内陸

に向かって入り込み，それらの間を埋めるように台地と丘陵が広がっている。武蔵野台地は内陸

からのび川崎市周辺まで達し，多摩川をはさんで多摩丘陵が横浜市の内陸部，そしてその一端は
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　Tab．7東京，横浜の気候表（和達清央1958）

Klimawerte　von　Tokyo　und　Yokohama（Wadachi　1958）

要 ・EL姓魁姓癒塑1・月，．．・月i・・i1・塑月12月 年

並

il隠舞欝

i年i騨田面・

1薩灘膨
…一一一P一‘1一一一一π　冒而而而而『一r『－一一一・．．

i羅臼　　圭11：8蹴
i水級　　　　≧　30．⑪m皿

陣別口…≧50・Om皿

／瓢…

ﾖ翻
　　　　　　　粒

食　TOKYO 統計期間　1921年1月～1956年12月
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　8．7　　　9．0　　　12．1　　17．7　　21．8　　24．9　　29．2　　30．7　　26，8　　20、9　　　16．1　　11．0　　　19．1i
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　　4　6　91。1。11　8　911n　7　6122i

　　23344534653244i　　O1111211221115i　　O　　　　　O　　　　　O　　　　　O　　　　　⑪　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　0　　　　　0　　　　　6i

．．一一一．．＿，＿．．一＿．＿＿＿＿＿一．．．＿＿＿＿＿＿一＿＿＿．＿一＿一一一一一一一…＿．．．．．．．．一
ｨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　璽早早マ…焉三塁豪i悪互扇
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45i

　浜　YOKIOHAMA　　　　　　統計期間　1921年1月～1950年12月

目・、』「賑． ]。、1、ヨ、1。7．1…漏…16．碗。．4…2ξ，；、．9221、．．16．4∴！∵．、．；14．3
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謄1・ll翻11・鵜1｝1・ll・1撚・1輔轟壁野・輪1…
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三浦半島部に及んでいる。相模台地は根模川と多摩丘陵にをよさまれた形で藤沢市まで達している。

千葉県側では主に小糸川，小櫃川にそって沖積低地が広がっているが，わずかに木更津市以北に

両総台地が富津周辺に房総丘陵が内陸側から入り込んでいる。

　地質では房総丘陵と三浦半島部が類似しており両丘陵ともに第三紀中新世の地質が基盤となっ

ている。武蔵野台地，多摩丘陵北部，相模台地，両総台地は関東ロームと呼ばれる第四紀の火山

灰に厚くおおわれている。

　3．植　生　概　況

　1）　自生フロラ

　東京湾をはさんだ1都2県にまたがる調査地は気候は温暖であり，しかも複雑な土地条件に恵
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まれて豊かな植物相が期待される。いわゆる

鰯灘欝鷺器。幽幽叢翻

翻灘糠購　関鰹藩地難

燃欝鰺錘灘蕪馨
一マーナや鋤どが，海跡地、。はイ。ギ　　脚繊湾　野太

・・一チジ・卿キ，ボタ・ボ・・ウ，一 @　相論騨平
マゼリ，ラセイタソウなどが生育する。沿岸

部には撫広葉樹のスダジイやタブノキ醐　　　・喝富　洋　。。、島

林をつくり・そ卿こ暖地性の耕ノキ・ 〟cミ麦　　．腎
論議二擁誇諜謙茎嗣灘懲競
りホウビシダ，フモトカグマ，耕ベニシダ，囲畠畔織6

，。ガネ，ウなど硝雛。ダ醐られて、、□…　　。・蹴　　．翻島

る。内陸部では，常緑広葉樹のシラカシが自　　Fig、24　関東地方の地形区分（浅香幸雄ら

然林をつくっているが，コナラ，エゴノキ，　　　　　　1960による）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GeomQrphologische　Gliederung　der　Kant6一
イヌシデなどの夏緑広葉樹の雑木林がひろが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ebene（nach　Asaka　u．　a．1960）．
り，その中にイカリソウ，オケラ，ヤブレガ

サ，ルリソウ，ニリンソウ，アカネスミレ，クマガエソウなどの種群が生育し，多摩丘陵特産の

タマノカンアオイがみられる。

　低湿地にはツリフネソウ，ヒメシロネ，

ズニラ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニスゲ，シラコスゲなども育ち，湧水地付近にはミ

　　　　ミズオオバコが稀薩する。河辺は常に冠水によって影響を受けるが関東地方稀産のカワ

ラノギクのほか，カワラサイコ，カワラヨモギなどが申流路に，下流部にはカワツルモ，アイア

シなども生育する。

　このように温1暖な気候と複雑な地形，地質，十分な降水，肥沃な土壌に恵まれて，対象調査地

内は豊かな自生フロラを育てる立地といえる。

　東京都，神奈川県，千葉県にまたがる調査地域は首都圏の中核をなす地域であり，聞本で最も

人口の集中した地域といえる。市街化や入口の集中は自生フロラの生育にとってはきわめて条件

が悪い。毎年稀少植物が減少し，特定植物群落が衰退する現状にある。
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　2）　　リ掃イヒ季直辱勿

　我が国に生育していなかった種が外園から侵入して生育しているものが一般に帰化植物とよば

れる。海外との交流がはげしくなった現在では日本には約800種の帰化植物が知られている。川

崎周辺地域は多くの港湾をひかえ，交通機関の発達した地域であり，帰化植物は生育域を拡大し

易い。かつては鉄道草とよぼれて港湾から交通機関を通して散布された帰化植物も，最：近では散

布様式がかわってきたものもある。アレチウリ，オオブタクサの例のように輸入ダイズと共に入

国し河川に沿って分布域を広げる場舎もある。多摩川の河川敷で発見されたアメリカネナシカズ

ラ（浅井1975）は発見後3年めには河口部のウラギクに寄生していた。しかしこの「ラーメンを

ぶちまけたような茎」（曾根！975）をもつアメリカネナシカズラも爆発的な増殖の数年後には生

育が衰退してしまっている。

　セイタカアワダチソウは現在，川崎周辺地域で広域的に繁茂して群落をつくっているが，その

生育地は人為的な土壌蝿乱をした場所に限られることから，生態系への人為的影響が帰化植物に

蒋利にはたらくものとみられる。造成地や道路，鉄道ののり面に使われる外来の緑化植物も人為

的な帰化植物といえる。地域的には二次的に路傍などに生育している。

　ある地域のフロラに対して帰化植物の占める割台を示した帰化率によって自生フロラの退化の

程度がわかり，植物の側からの一つの環境評価の指針とされているほどである。


